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研修員受入事業

東北では、東北地方の持つノウハウを活用し、開発途上国で必要とされている

知識・技術を伝えて各国の課題解決に役立ててもらうことを目指し、関連の政府機

関・自治体・企業・大学等の協力を得て研修員受入事業を行っています。

研修員受入事業（短期）〈2024年度実績〉：東北センター所管分

エネルギー（13名）

再生可能エネルギーA（あきた地球環境会議）

資源（7名）

鉱業（リモートセンシングの活用と鉱物資源探査）を一部実施（宇宙システム開発利用推進機構

（JSS））

農業（14名）

アフリカ地域稲作収穫後処理(A)（山形大学農学部）で大潟村訪問

その他、2コース14人が秋田県を訪問。

JICA留学生（31名：主に国際資源学研究科）

秋田大学（30名）

資源の絆24名：カザフスタン2、ジブチ、インドネシア、パプアニューギニア3、ウズベキスタン

4、ボツワナ、ナミビア2、ニカラグア、モンゴル、モザンビーク3、フィリピン、ザンビア、マダ

ガスカル、ラオス、タンザニア

ABEイニシアティブ：1名（コートジボワール）

SATREPS：1名（タジキスタン）

SDGsグローバルリーダー：1名（マラウイ）

人材育成奨学計画（JDS）：2名（タジキスタン）

モンゴル工科系高等教育支援（MJEEED）：1名（モンゴル1）

秋田工業高等専門学校（1名）

タイ借款：1名（タイ）



ボランティア事業

開発教育支援事業

【開発教育支援事業】
五城目小学校 修学旅行訪問学習（ 東北）

市民参加協力

国際協力機構債券 債

詳しくは
コチラ

は市民をはじめ、民間企業、 、自治体

などとの協力のもと、開発途上国で幅広い活動

を行っています。国内においても、全国に拠点

を置き、地域の特性を生かした、国際協力の事

業を展開しています。

連携協力に関する覚書

五城目町

秋田県五城目町と独立行政法人国際協力機構との連携に関する覚書

締結日：2024年10月11日

株式会社秋田銀行

業務連携・協力に関する覚書

締結日：2017年5月26日

株式会社北都銀行

業務連携・協力に関する覚書

締結日：2017年5月26日

JICA海外協力隊 ※2025年4月1日現在

派遣国 職種

モザンビーク コミュニティ開発

ケニア 小学校教育

コロンビア 環境教育

サモア レスリング

ザンビア 医療機器

カンボジア 看護師

モンゴル 看護師

ブラジル 文化

カメルーン 野菜栽培

※県内の各自治体に表敬訪問に行った隊員

（コロナ禍による未表敬者も含む）

※出身地が秋田県の隊員

※2024年10月7日～12月20日に実習を行った隊員

派遣中隊員（9名）

派遣中含む累積隊員数（483名）

JICA海外協力隊グローカルプログラム

五城目町での実習生数（4名）

一般社団法人ドチャベンジャーズ

開発教育（国際理解教育）支援事業　2024年度実績

国際協力出前講座（実施：12件　受講者数：1,084名）

秋田県立横手城南高等学校(281名)

専門学校 秋田しらかみ看護学院（29名）

秋田県立秋田南高等学校（228名）

秋田市立秋田商業高等学校（38名）

聖霊学園高等学校（87名）

秋田市立秋田商業高等学校（39名）

秋田県立西目高等学校（105名）

秋田市立秋田商業高等学校（40名）

秋田市立秋田商業高等学校（40名）

秋田クラーク高等学院（18名）

秋田市立秋田商業高等学校（18名）

秋田市立外旭川中学校（161名）



草の根技術協力事業

民間連携事業

民間連携事業（実施中）

奥山ボーリング株式会社（横手市）、株式会社オサシ・テクノス（高知県高知市） 共同企業体

＜ベトナム＞DXを活用した地すべり災害予防ソリューションに関するビジネス化実証事業

※契約準備中（2024年度採択案件）

【民間連携事業】ベトナム国における地すべり現場の視察（奥山ボーリング株式会社）
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